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特別委員会の見直し 

 

１ 趣 旨 

令和５年７月７日付けの議長諮問（議員改選等を契機とした議会基本条例に基づく議

会運営に関する検討）に伴う協議の中で、令和６年 10月 22日の市会運営委員会におい

て、特別委員会の構成の見直しが決定されたことを受け、その内容について運営理事会

で協議した。 

 

２ 特別委員会の見直し                      

（１）見直しに当たっての考え方 

○「大都市行財政制度特別委員会」、「基地対策特別委員会」、「減災対策推進特別委員会」

の３委員会は、継続した調査・研究の必要性に鑑み、継続とする。ただし、委員会の

名称や付議事件の内容が現時点の委員会活動に即しているかどうか再確認し、必要が

あれば変更する。 

○「新たな都市活力推進特別委員会」、「郊外部再生・活性化特別委員会」は統合し、本

市全体のまちづくりの推進について調査・研究を行う特別委員会とする。 

○「健康づくり・スポーツ推進特別委員会」については、これまでの調査・研究の実績

を踏まえ、付議事件の内容を他の特別委員会に引き継ぎ、調査終了とする。 

○これらを踏まえ、社会情勢に即した課題への対応等を付議事件とする特別委員会を設

置する。 

 

（２）見直し案                          

 ●名称・付議事件の変更（１委員会） 

  ①大都市行財政制度特別委員会の名称及び付議事件に「特別市」を追加 

 名 称 付議事件 

現 

行 

大都市行財政制度特別委員会 

大都市制度の早期実現を図るとともに、その実態

に対応する行財政制度の確立を目的とし、これを

強力に促進すること。 

 

見
直
し
案 

特別市・大都市行財政制度特

別委員会 

特別市制度の早期実現を図るとともに、大都市の

実態に対応する行財政制度の確立を目的とし、こ

れらを強力に促進すること。 

【理由】 

3 7 7万人の市民を擁する大都市横浜が、今後も持続可能な行財政運営を行い、日本経済の

成長を牽引していく上で、特別市制度の早期実現を図るとともに、大都市の実態に対応する

行財政制度の確立等の課題に広範に対応するため、委員会の名称と付議事件を見直す。 

  

３ 
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 ●新設（３委員会） 

  ①新たな都市活力推進特別委員会、郊外部再生・活性化特別委員会の後継委員会 

 名 称 付議事件 

新
設
案 

未来のまちづくり推進特別委

員会 

経済成長及び国際都市・横浜の実現を目指すとと

もに、都市の成長の基盤を支える魅力と活力ある

まちづくりの推進に関すること。 

【理由】 

未来に向けて本市が成長を続け、魅力と活力ある都市であり続けるための施策について、

エリアを問わず調査・研究するため、「新たな都市活力推進特別委員会」及び「郊外部再生・

活性化特別委員会」の付議事件を踏まえた新たな特別委員会を設置する。 

 

【取り扱うテーマの事例】 

経済成長、企業誘致、国際都市・横浜の実現、都心臨海部・郊外部のまちづくり、観光・MICE、 

インバウンド、にぎわいづくり（大規模スポーツ、イベント）等 

 

 

  ②「こども・若者」の活躍推進に向けて調査・研究する委員会 

 名 称 付議事件 

新
設
案 

次世代活躍推進特別委員会 
次代を担う全てのこども・若者の活躍推進に関す

ること。 

【理由】 

こども施策を社会全体で総合的かつ強力に推進していくための「こども基本法」が、令和

５年４月に施行され、本市においては、令和６年６月に議員提案により「こども・子育て基

本条例」が制定された。次世代の活躍を後押しし、困難を抱えるこども・若者を支えること

で、全てのこども・若者が活躍する社会を実現するため、必要な施策の調査・研究を行う新

たな特別委員会を設置する。 

 

【取り扱うテーマの事例】 

次世代育成（グローバル人材、文化芸術、MICE等）、若者の貧困対策、自立支援、ひきこも

り対策、ヤングケアラー、障害児支援、地域での子育て・家庭支援（学校・地域連携、通学

路安全対策、学習支援等）等 
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  ③人口減少に伴い生じている「地域」の課題への対応を調査・研究する委員会 

 名 称 付議事件 

新
設
案 

市民活躍・地域コミュニティ

活性化特別委員会 

誰もが居場所と役割を持ち、いきいきと生涯活躍

できるまちづくりや地域コミュニティの活性化

に関すること。 

【理由】 

人口減少や高齢化の進行により、地域において担い手不足や人のつながりの難しさな

どの課題が生じている。誰もがいくつになっても地域社会でいきいきと活躍するととも

に、人がつながり、地域活動が活発になることで地域コミュニティが活性化するよう、

その実現に向けた施策について調査・研究を行うため、新たな特別委員会を設置する。 

 

【取り扱うテーマの事例】 

市民がいきいきと生涯活躍できるまちづくり、地域コミュニティの活性化（自治会町内会、

商店街）、地域でのつながりづくり（地域福祉保健）、孤立予防、ＤＸの活用、健康づくり、

スポーツ環境の確保、多文化共生、日本人と外国人が共に暮らし活動しやすいまちづくり等 

 



 

特別委員会一覧（見直し案） 

 
   下線部：変更箇所等  

委員会の名称 付 議 事 件 

特別市・大都市行財政制度 

特 別 委 員 会 

特別市制度の早期実現を図るとともに、大都市の実態に対応

する行財政制度の確立を目的とし、これらを強力に促進する

こと。 

基 地 対 策 

特 別 委 員 会 
米軍施設の跡地利用及び早期全面返還の促進等を図ること。 

減 災 対 策 推 進 

特 別 委 員 会 
減災及び防災対策の推進に関すること。 

未 来 の ま ち づ く り 推 進 

特 別 委 員 会 

経済成長及び国際都市・横浜の実現を目指すとともに、都市

の成長の基盤を支える魅力と活力あるまちづくりの推進に

関すること。 

次 世 代 活 躍 推 進 

特 別 委 員 会 
次代を担う全てのこども・若者の活躍推進に関すること。 

市民活躍・地域コミュニティ活性化 

特 別 委 員 会 

誰もが居場所と役割を持ち、いきいきと生涯活躍できるまち

づくりや地域コミュニティの活性化に関すること。 

 

 

 

別 紙 


